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　　　　　月曜日から金曜日（平日）　午前８時３０分から午後８時００分まで
　　　　　土曜日	  午前９時００分から午後１時００分まで
予約受付

2023年4月より大津赤十字病院の皮膚科部長を拝命し2023年4月より大津赤十字病院の皮膚科部長を拝命し

ました笹橋真紀子と申します。よろしくお願いいたします。ました笹橋真紀子と申します。よろしくお願いいたします。

昨年4月より京大皮膚科の人事異動により当院皮膚科の副昨年4月より京大皮膚科の人事異動により当院皮膚科の副

部長として勤務してまいりました。近隣の先生方から多くの部長として勤務してまいりました。近隣の先生方から多くの

患者さんを紹介していただいており、貴重な経験を積ませて患者さんを紹介していただいており、貴重な経験を積ませて

いただいていることに大変感謝しております。いただいていることに大変感謝しております。

私は平成９年に福井医科大学を卒業後、京大皮膚科に入私は平成９年に福井医科大学を卒業後、京大皮膚科に入

局いたしました。1年の大学での研修後は、様々な関連病院局いたしました。1年の大学での研修後は、様々な関連病院

で勤務医を続けてきましたが、医局の事情や私の出産、育児で勤務医を続けてきましたが、医局の事情や私の出産、育児

の関係もあり、異動が多く、兵庫県の尼崎病院から始まり、の関係もあり、異動が多く、兵庫県の尼崎病院から始まり、

大阪の北野病院、京都では医仁会武田総合病院、音羽病院大阪の北野病院、京都では医仁会武田総合病院、音羽病院

などで勤務し、大津赤十字病院は11病院目になります。時などで勤務し、大津赤十字病院は11病院目になります。時

が経つのは早いもので、皮膚科医となり26年目になります。が経つのは早いもので、皮膚科医となり26年目になります。

皮膚科は湿疹、皮膚炎から細菌・真菌感染症、自己免疫性皮膚科は湿疹、皮膚炎から細菌・真菌感染症、自己免疫性

疾患、皮膚腫瘍、創傷、皮膚潰瘍など守備範囲が広く、毎日疾患、皮膚腫瘍、創傷、皮膚潰瘍など守備範囲が広く、毎日

様々な患者さんが来られます。当科では、コントロール困難様々な患者さんが来られます。当科では、コントロール困難

なアトピー性皮膚炎や乾癬、蕁麻疹の方々に積極的に生物なアトピー性皮膚炎や乾癬、蕁麻疹の方々に積極的に生物

学的製剤を使用しその効果を実感しています。また円形脱毛学的製剤を使用しその効果を実感しています。また円形脱毛

症には入院によるステロイドパルス療法、SADBE治療、掌蹠症には入院によるステロイドパルス療法、SADBE治療、掌蹠

多汗症には水道水イオントフォレーシスが可能です。また全多汗症には水道水イオントフォレーシスが可能です。また全

身照射用のナローバンドＵＶＢがあり、難治性の皮膚炎に効身照射用のナローバンドＵＶＢがあり、難治性の皮膚炎に効

果を発揮しています。重症の帯状疱疹や蜂窩織炎、丹毒など果を発揮しています。重症の帯状疱疹や蜂窩織炎、丹毒など

の細菌感染症、薬疹、自己免疫性水疱症などの入院が必要の細菌感染症、薬疹、自己免疫性水疱症などの入院が必要

な方々にも速やかに対応しております。手術は形成外科におな方々にも速やかに対応しております。手術は形成外科にお

願いすることが多く、全身療法が必要な皮膚悪性腫瘍の方願いすることが多く、全身療法が必要な皮膚悪性腫瘍の方

は大学病院に紹介しています。皮膚に関してお困りのことがは大学病院に紹介しています。皮膚に関してお困りのことが

あればお気軽にご紹介いただけますと幸いです。微力ではごあればお気軽にご紹介いただけますと幸いです。微力ではご

ざいますが、皮膚科医3人で協力しながら地域の皆様、先生ざいますが、皮膚科医3人で協力しながら地域の皆様、先生

方のお役に立てるよう、より一層励んでまいります。今後とも方のお役に立てるよう、より一層励んでまいります。今後とも

ご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。ご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。
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・日本皮膚科学会認定皮膚科専門医
・京都大学医学部臨床教授


